
自治会脆弱化を改善する
自治会等予算提案制度
定年男性の孤立化解消を手がかりにして

同志社大学政策学部 野田ゼミB班



本能学区 えんがわカフェの様子

参加者のほとんどが女性



参加者のほとんどが女性

自治会の構成員・役員の主体である

が自治会に関われていない

前期高齢者の男性



「社会で役立っている」と感じ

存在意義 を確認できる



自治会加入率の推移
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【参考文献】
総務省「自治会等に関する市区町村の取組についてのアンケート調査」
京都市「令和3年度自治会・町内会アンケート報告書」
より野田ゼミ作成

全国

京都市



京都市も加入率向上の鍵は

『現役世代の加入 』？

京都市の自治会加入率は低下している

総務省・地域コミュニティに関する研究会(2022)『地域コミュニティに関する研究会報告書』より



① 総人口に占める大学生の割合が全国１位

② 子育て世代の人口減少

大学生の自治会加入は現実的ではない

家賃の高さ・住環境を理由に

他都市に移住



都道府県別築年帯別シェア
築３０年以上シェアは
北海道・兵庫県に次ぎ

第３位

東京カンテイ市場調査部（2023）



共同住宅に住んでいる高齢男性

近隣住民との関わりがより少ない



自治会脆弱化対策事例

ポイント還元制度(千葉県)

優待カードの配布 (埼玉県)

自治会加入を条件に
マンション入居者募集(石川県)

ふれあい朝市(福岡)

男女協働サロン(静岡県)

制度創設広報・情報伝達

親睦活動

役所での呼びかけ（島根県）

漫画を用いたチラシ（福岡県）

自治会活動のYoutube
配信

（千葉県）

総会を兼ねた温泉旅行
（秋田県）

定年男性の参加動機に
働きかけるものではない



②自治会脆弱化に対する事例が

定年男性の参加動機に働きかけるものではないこと

①共同住宅が他都市よりも多いため
近隣住民との付き合いが少なくなる環境であること
高齢男性の孤立化を促進させる

自治会におけるコミュニティの希薄化



政令市と自治会の基本構造

自治会・町内会 自治会・町内会 自治会・町内会

自治会連合会 自治会連合会

自治会・町内会

市役所

行政区ごとの
住民自治を推進することが目的
地域コミュニティの実情を

把握しているべき

区役所
行政組織上の特例



全行政区一斉インタビュー調査

区役所では

自治会の状況を詳細には把握していない



都市間比較調査
大阪市・京田辺市・豊田市



横軸 自治体名
縦軸 質問項目

京都市
（京都府）

大阪市
（大阪府）

京田辺市
（京都府）

豊田市
（愛知県）

地方公共団体の
区分

政令指定都市 政令指定都市 一般市 中核市

人口 1,381,322（2023） 2,757,289（2023） 71,367（2023） 416,680（2023）

自治会加入率
把握状況

把握している（推計） 把握している（推計） 把握している（推計） 把握している（推計）

自治会加入率
（数値）

65.0% 47.5% 70.0% 78.9%

自治会への
サポート

部分的 最小限 部分的 全面的

自治会活動内容
の把握

あまり把握していない ほとんど
把握していない

やや把握している 把握している

地域
コミュニティ
施策実施状況

広報、補助金、
アドバイザー等
人的資源の提供

広報、補助金 広報、補助金、

自治会意見集約制度
地域イベント、

事業支援（予算提供）
「地域予算提案制度」

各自治体に対するインタビュー調査等を基に野田ゼミ作成

自治会に対する取り組み状況の比較



区ごとの男性高齢者と共同住宅

総数（戸） 構成比（％）
1990年以前

（戸）

総数に対する
1990年以前
の割合（％）

人口（人） 構成比（％）
65歳以上男

性
人口（人）

構成比（％）

京都市 323,900 100.0 114,900 100.0 1,472,502 100.0 172,048 100.0 

北 区 16,400 5.1 5,160 4.5 118,694 8.1 14,296 8.3 

上京区 27,790 8.6 8,650 7.5 84,608 5.7 9,328 5.4 

左京区 32,790 10.1 10,780 9.4 167,968 11.4 19,262 11.2 

中京区 39,980 12.3 10,440 9.1 110,927 7.5 11,347 6.6 

東山区 9,480 2.9 3,050 2.7 37,496 2.5 4,952 2.9 

下京区 32,000 9.9 5,680 4.9 83,081 5.6 7,842 4.6 

南 区 22,070 6.8 7,980 6.9 101,410 6.9 11,407 6.6 

右京区 39,370 12.2 14,810 12.9 203,646 13.8 24,231 14.1 

伏見区 59,430 18.3 29,940 26.1 279,652 19.0 33,676 19.6 

山科区 21,920 6.8 7,340 6.4 134,895 9.2 17,630 10.2 

西京区 22,650 7.0 11,050 9.6 150,125 10.2 18,077 10.5 

26.1

（注）住宅・土地統計調査の最新のデータを把握できる2018年に人口も揃えている。
総務省『平成30年住宅・土地統計調査』及び京都市統計ポータル（京都市推計人口）より筆者作成

19.6



京都市対象フィールド

伏見区

中京区

素材Library.com 京都府京都市の地図イラスト素材

①伏見 力の湯

②伏見区内老人会主催交流イベント

③伏見区大手筋商店街

①藤和シティコープ 西洞院

②京都芸術センター



自治会未加入の要因
自治会活動への意欲調査

インタビュー場所：伏見力の湯

実施日：１０月１３日



自治会未加入の要因
自治会活動への意欲調査 （伏見力の湯にて）

自治会の活動が十分に機能していない

入会しなくても事足りる

役員の業務が負担

近所の人の事情を把握していない

自
治
会
加
入

活
動

日常生活の時間を割くほどの

メリットがない
自分の意見によって

市政を変えられる制度



インタビュイー：藤和コープシティ西洞院管理人 中山さん
京都市中京区本能学区防災防犯委員 藤本さん

インタビュー場所： 藤和コープシティ西洞院（中京区本能学区）

実施日：１０月３日，１７日

共同住宅における地縁意識
高齢者のコミュニティ現状調査



共同住宅における地縁意識
高齢者のコミュニティ現状調査 （本能学区にて）

マンションコミュニティの希薄化

見守り活動が必要

戸建住宅より地縁組織への参加意識が低い

自治会への所属意識の低い住民が多い

男性高齢者はより地域活動に参加しない
高
齢
者

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ

共
同
住
宅

共同住宅では

地域コミュニティの希薄化がより進んでいる

高齢者は地域との関わりが必要であるが
地域活動に参加していない現状がある



明倫学区における
共同住宅の現状

自治会の現状

インタビュイー：明倫学区自治連合会理事長 松尾さん

マンション管理対策協議会副委員長 辻さん

インタビュー場所：京都芸術センター（中京区明倫学区）

実施日：１０月６日



共同住宅における地縁意識
自治会の現状 （明倫学区にて）

現役世代には自治会運営を期待できない

催し運営の担い手が自治会の役割の一つ

共同住宅におけるコミュニティ形成は喫緊の課題

マンションネットワークを構築しても完全に足並みを揃えることことはできていない

共
同
住
宅

自
治
会

共同住宅では

地域コミュニティの希薄化がより進んでいる

自治会活動を盛んにするには

前期高齢者の自治会加入が鍵になる



制度創設において重視した観点

自治会等予算提案制度

「社会で役立っている」と感じ、
存在意義を確認できる

地域コミュニティのつながりの強化

高齢男性が積極的に参加し、活躍できる

地域課題について意見しやすい



自
治
会

（市民）

京
都
市

自
治
連
合
会

学
区

行
政
区

自治会等予算提案制度



自
治
会

（市民）

京
都
市

自
治
連
合
会

学
区

行
政
区

・会議を通じた住民同士のつながりの創出

・より醸成されたアイデアや政策案の策定



自
治
会

（市民）

京
都
市

自
治
連
合
会

学
区

行
政
区

・孤立した高齢男性の社会性の回復

・地域社会への参加のきっかけに



自治会等予算提案制度の利点

②自治会での議論を基にした制度

③市民からのニーズをくみ取る

①インタビュー調査より

市民が必要とする政策を市が捉えやすくなる

自治会への加入率向上を促せる

市政に対し意見することで、高齢男性の満足感が満たせる



①伏見区内老人会主催
交流イベント（お茶会）

②伏見大手筋商店街

インタビュー

市政に意見を言える制度があったら言いたい

自治会に入っていなくてもデメリットがない



身近なことに関しては
意見してみたい！

市政に対して意見が
言いやすくなる！

本政策案に対する住民の声



参考文献・資料等

(1)総務省・地域コミュニティに関する研究会(2022)『地域コミュニティに
関する研究会報告書』

https://www.soumu.go.jp/main_content/000816620.pdf

（2023年11月14日 最終閲覧）

(2)東京カンテイ市場調査部(2023)「マンションストック 戸 数 ラ ン キ ン
グ 」 https://www.kantei.ne.jp/report/114karitsustock.pdf(2023 年 10 月
15 日閲覧)

(3)京都市(2021)『自治会・町内会アンケート報告書』

(4) 豊田市「地域自治システム（地域会議・地域課題解決事業・

わくわく事業）」

https://www.city.toyota.aichi.jp/shisei/jichiku/1036902/index.html

https://www.soumu.go.jp/main_content/000816620.pdf


ご清聴ありがとう
ございました
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